
　
対
馬
市
消
防
出
初
式
が
１
月
６

日
、
対
馬
市
公
会
堂
（
豊
玉
町
仁

位
）
で
開
か
れ
、
市
内
96
分
団
、

５
２
０
人
の
団
員
が
防
火
、
防
災

へ
の
誓
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
分
列
行

進
で
は
、
豊
玉
中
学
校
か
ら
豊
玉

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
約

４
０
０
メ
ー
ト
ル
を
、
仁
位
保
育

所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
園
児
49
人
を

先
頭
に
、
団
員
５
２
０
人
、
消
防

車
両
30
台
が
力
強
く
行
進
を
し
ま

し
た
。

　
「
お
父
さ
ん
、
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
や
め
ま
し
ょ
う
」
「
お
母
さ

ん
、
天
ぷ
ら
鍋
の
火
を
止
め
て
」

「
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
元
」
と
元

気
よ
く
園
児
が
太
鼓
を
叩
き
防
火

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
長
が
「
災
害
か

ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消

防
の
使
命
と
責
任
の
重
大
さ
を
理

解
さ
れ
一
層
の
ご
尽
力
を
」
と
式

辞
を
述
べ
、
長
年
消
防
業
務
に
功

績
の
あ
っ
た
団
員
へ
の
表
彰
や
退

団
さ
れ
た
団
員
に
感
謝
状
を
授
与

し
ま
し
た
。

　
宮
崎
義
則
団
長
は
「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
が
守
り
一
致

団
結
を
」
と
訓
示
し
、
式
の
後
、

各
町
で
一
斉
放
水
訓
練
を
行
い
、

団
員
の
士
気
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
に
対
馬
市
で
発
生
し

た
火
災
件
数
は
21
件
、
そ
の
内
、

建
物
火
災
が
14
件
と
３
分
２
を
占

め
、
昨
年
よ
り
２
件
増
加
、
出
火

原
因
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
た
ば
こ
が

多
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が

火
災
を
招
い
て
い
ま
す
。
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峰
消
防
団
の
一
斉
放
水
訓
練
の
様
子�

式
典
で
人
員
報
告
を
す
る
宮
崎
団
長�

元
気
よ
く
防
火
を
呼
び
か
け
た
　
　�

仁
位
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ�

対
馬
市
消
防
出
初
式�
対
馬
市
消
防
出
初
式�

防
火
・
防
災
の
決
意
を
新
た
に�

消
防
意
見
発
表
大
会�

最
優
秀
賞
に

飯
野

聡
さ
ん�

　
対
馬
市
消
防
本
部
主
催
に
よ
る

第
21
回
対
馬
市
消
防
職
員
意
見
発

表
会
が
１
月
20
日
に
開
催
さ
れ
、

若
手
消
防
職
員
７
人
が
、
日
頃
の

勤
務
で
感
じ
た
課
題
や
問
題
、
今

後
の
改
善
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
は
、
「
６
分
間
　

勇
気
　
未
来
」
と
題
し
発
表
し
た

消
防
署
美
津
島
出
張
所
の
飯
野
聡

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
飯
野
さ
ん
は
、
国
内
で
救
急
車

が
現
場
に
到
着
す
る
平
均
時
間
の

６
分
間
の
重
要
性
を
訴
え
、
市
民

が
突
然
心
肺
停
止
し
た
際
、
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
心
肺
蘇
生

を
速
や
か
に
行
え
ば
、
救
命
効
果

が
向
上
す
る
。
そ
の
た
め
多
く
の

人
の
命
を
救
う
心
肺
蘇
生
術
や
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
普
及
を
強
調
し
ま
し
た
。
「
心

肺
蘇
生
術
を
毎
日
、
出
勤
前
や
夕

食
時
の
時
間
帯
に
テ
レ
ビ
で
放
送

す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
人
に

少
し
で
も
関
心
を
高
め
て
も
ら
い

た
い
。
視
覚
で
訴
え
、
記
憶
に
残

す
こ
と
が
初
期
救
命
措
置
に
お
い

て
、
絶
大
な
効
果
を
与
え
る
。
こ

の
た
っ
た
６
分
間
の
勇
気
が
、
誰

か
の
未
来
へ
と
つ
な
が
る
。
あ
な

た
の
救
急
活
動
へ
の
参
加
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
飯
野
さ
ん
は
、
４
月
７
日
に
島

原
市
で
行
わ
れ
る
県
下
消
防
職
員

意
見
発
表
会
に
出
場
し
ま
す
。
優

秀
賞
に
は
、
「
大
切
な
命
の
た
め

に
」
と
題
し
た
消
防
署
本
署
の
扇

祥
喜
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

最優秀賞に選ばれた飯野さん�



　
１
月
11
日
、
上
県
町
佐
護
地
区

で
正
月
の
伝
統
行
事
「
キ
ッ
シ
ョ

ウ
焼
き
」
が
行
わ
れ
、
佐
護
小
中

学
校
の
児
童
や
生
徒
ら
約
１
０
０

人
が
１
年
間
の
無
病
息
災
を
祈
り

ま
し
た
。

　
途
絶
え
て
い
た
伝
統
行
事
を
体

験
し
て
も
ら
お
う
と
佐
護
中
学
校

区
育
成
会
（
平
山
美
登
会
長
）
が

４
年
前
か
ら
開
催
し
、
昨
年
暮
れ
、

地
域
住
民
が
学
校
近
く
の
田
ん
ぼ

に
高
さ
・
直
径
約
３
ｍ
の
杉
の
枝

や
竹
を
積
み
上
げ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
強
風
の
た
め
開
始
時
間
が

３
時
間
遅
れ
、
午
前
９
時
に
点
火

さ
れ
る
と
白
煙
や
炎
が
勢
い
よ
く

舞
い
上
が
り
、
時
折
、「
パ
ー
ン
」

と
竹
が
破
裂
す
る
音
が
山
々
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。

　
書
き
初
め
の
紙
が
煙
に
あ
お
ら

れ
て
高
く
上
が
る
と
、
書
が
上
達

す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
児
童
、

生
徒
ら
は
「
責
任
感
」
「
感
謝
」

な
ど
思
い
を
し
た
た
め
た
半
紙
を

手
に
、
炎
に
向
か
い
今
年
の
目
標

を
誓
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
阿
比

留
和
弘
く
ん
（
小
６
）
の
目
標
は

「
一
生
懸
命
」
「
来
年
は
中
学
生
、

ス
ポ
ー
ツ
に
勉
強
に
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
」
と
一
年
の
目
標
を
誓

い
ま
し
た
。

　
１
月
21
日
、
厳
原
幼
稚
園
で
パ

ン
ト
マ
イ
ム
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
壁
が
な
い
の
に
、
あ
る
み
た
い
」

「
何
で
？
」
と
園
児
を
驚
か
せ
た

の
は
、
長
崎
出
身
で
パ
ン
ト
マ
イ

ム
を
始
め
て
20
数
年
、
１
人
で
全

国
各
地
の
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど

を
訪
れ
、
２
０
０
０
回
以
上
公
演

を
行
っ
て
い
る
村
田
美
穂
さ
ん
で

す
。

　
引
っ
張
っ
た
り
、
引
っ
張
ら
れ

た
り
と
コ
ミ
カ
ル
な
演
技
で
笑
わ

せ
る
綱
引
き
や
、
両
足
を
踏
ん
張

り
透
明
な
バ
ー
ベ
ル
を
い
か
に
も

重
そ
う
に
持
ち
上
げ
る
重
量
挙
げ

に
、
園
児
や
保
護
者
が
く
ぎ
付
け

に
な
り
ま
し
た
。

　
風
船
シ
ョ
ー
で
は
、
細
長
い
風

船
が
素
早
く
犬
や
キ
リ
ン
な
ど
動

物
に
変
身
。
次
は
ど
ん
な
動
物
に

変
身
す
る
の
か
な
と
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
見
つ
め
る
園
児
は
、
美
穂

さ
ん
の
一
つ
一
つ
の
演
技
に
驚
い

た
り
感
動
し
た
り
と
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　
主
要
地
方
道
上
対
馬
豊
玉
線
の

上
対
馬
町
琴
か
ら
芦
見
間
に
建
設

さ
れ
て
い
た
「
城
岳
ト
ン
ネ
ル
」（
全

長
６
４
０
ｍ
、
車
道
幅
員
５
・
５

ｍ
）
を
含
む
、
琴
〜
芦
見
工
区
の

全
線
が
完
成
し
、
２
月
５
日
か
ら

供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
工
区
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

事
業
を
開
始
し
全
体
延
長
は
２
２

８
０
ｍ
、
平
成
18
年
度
ま
で
に
琴

側
４
６
５
ｍ
を
部
分
供
用
し
、
こ

の
度
、
城
岳
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
１

８
１
５
ｍ
が
完
成
し
た
も
の
で
、

総
工
事
費
は
、
約
25
億
円
。

　
こ
れ
に
よ
り
約
１
５
０
０
ｍ
、

車
で
約
４
分
間
の
時
間
が
短
縮
さ

れ
通
勤
、
通
学
路
等
の
安
全
確
保

や
大
型
車
両
の
進
行
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
、
産
業
、
経
済
の
進
展
に

大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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天
ま
で
届
け
今
年
の
願
い
「
キ
ッ
シ
ョ
ウ
焼
き
」�

一生懸命を誓った阿比留くん�

パ
ン
ト
マ
イ
ム�

上
対
馬
町
琴
〜
芦
見�

車
で
４
分
間
時
間
短
縮�

城
岳
ト
ン
ネ
ル
が
開
通�

じ
ょ
ん
だ
け�

「交通安全都市宣言市」を宣言�
　対馬市では、昨年、６人の尊い人命が交通事故により失われまし
た。県全体の交通死亡事故数は、減少傾向にある中、本市では逆の
結果となっており、まさに憂慮すべき事態です。�
　対馬市の運転免許人口は、10月末で20,584人、県全体の2.4％
であるが、交通事故死亡者数の割合は17.1％と、信じがたい数字
になっています。�
　今こそ市民全体が一丸となって交通安全対策に真剣に取り組み、
交通事故がない、安全かつ安心して生き生きと暮らせる元気なまち
づくりを実現するため「交通安全都市宣言市」として宣言します。�



　
厳
原
町
に
生
ま
れ
明
治
、
大
正
時
代
に
小

説
家
と
し
て
活
躍
し
た
半
井
桃
水
の
似
顔
絵

入
り
飴
「
桃
水
飴
」
が
、
桃
水
の
生
家
跡
で

あ
る
「
半
井
桃
水
館
」（
厳
原
町
中
村
）
で
発

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
桃
水
は
、
少
年
時
代
韓
国
・
釜
山
で
過
ご

し
、
東
京
に
帰
っ
て
か
ら
は
新
聞
記
者
や
小

説
家
と
し
て
活
躍
、
樋
口
一
葉
の
師
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
同
館
の
指
定
管
理
者
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
対
馬

郷
宿
」
が
、
東
京
の
一
葉
記
念
館
で
販
売
さ

れ
て
い
る
「
一
葉
飴
」
を
ヒ
ン
ト
に
、
多
く

に
人
に
桃
水
の
顔
を
知
っ
て
も
ら
い
、
同
館

と
対
馬
の
Ｐ
Ｒ
に
な
れ
ば
と
、
桃
水
誕
生
日

の
１
月
12
日
か
ら
販
売
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
一
袋
５
粒
入
り
で
２
０
０
円

　
　
　
砂
糖
味
で
無
香
料

　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
は
、
半
井
桃
水
館

　
　
　
　
☎
0
9
2
0
‐
5
2
‐
2
4
2
2
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第
３
回
「
元
気
野
菜
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
１

月
18
日
、
峰
地
区
公
民
館
で
開
か
れ
約
１
５

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
約
４
割
を
占
め
る

と
い
わ
れ
る
生
ご
み
を
利
用
し
、
ご
み
の
減

量
化
を
図
る
と
共
に
自
然
環
境
の
保
全
、
食

育
な
ど
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
生
ご
み
減
量

化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
長
崎
な
ど
が
主
催
し
ま
し

た
。

　
元
気
野
菜
は
、
生
ご
み
を
微
生
物
の
力
で

分
解
し
、
土
に
戻
し
て
栽
培
し
た
野
菜
で
、

栄
養
価
が
高
く
野
菜
本
来
の
味
を
持
つ
と
言

わ
れ
、
自
然
と
植
物
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
考
え
る
「
食
育
」
の
分
野
で
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
大
根
、
白
菜
、
人
参
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
元
気
野
菜
30
点
が
出
品

さ
れ
、
上
県
町
久
原
の
原
田
良
子
さ
ん
の
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
が
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
出
品
さ
れ
た
野
菜
は
ど
れ
も
色
鮮
や
か
に

た
く
ま
し
く
成
長
し
た
も
の
ば
か
り
で
、
皆

さ
ん
を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
中
尾
慶
子
さ
ん
の
講
演
も
行

わ
れ
、
微
生
物
が
も
た
ら
す
食
の
重
要
性
、

人
体
と
の
関
わ
り
な
ど
食
の
改
善
、
意
識
の

改
革
を
参
加
者
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
１
月
10
日
、
佐
須
奈
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
や
保
護
者
、
地
域
の
方
々
約
１
０
０
人
が
、

明
治
時
代
に
分
校
の
生
徒
が
通
っ
た
山
道
を

歩
き
ま
し
た
。

　
佐
須
奈
地
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

（
原
田
聖
也
会
長
）
な
ど
が
先
人
の
偉
大
さ

や
自
然
の
壮
大
さ
、
郷
土
愛
を
育
ん
で
も
ら

お
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
佐
須
奈
の
島

大
国
魂
御
子
神
社
境
内
か
ら
上
対
馬
町
浜
久

須
ま
で
の
７
キ
ロ
を
、
３
時
間
か
け
歩
き
ま

し
た
。
山
道
は
、
急
傾
斜
や
細
く
険
し
い
箇

所
が
多
く
恐
怖
の
余
り
泣
き
出
す
児
童
も
い

る
ほ
ど
、
ロ
ー
プ
を
張
り
安
全
を
確
保
し
、

互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
目
的
地
の
浜
久

須
公
園
を
目
指
し
ま
し
た
。
険
し
い
山
道
を

歩
き
終
え
舗
装
道
路
に
出
て
き
た
時
は
、
参

加
者
全
員
が
安
堵
の
気
持
ち
に
浸
た
り
改
め

て
、
先
人
の
偉
大
さ
と
自
然
の
壮
大
さ
を
実

感
し
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
は
、
佐
須
奈
小
学
校
の
分
校
が

上
対
馬
町
の
玖
須
、
大
増
両
地
区
に
そ
れ
ぞ

れ
あ
り
、
教
諭
や
児
童
が
山
道
を
歩
い
て
行

き
来
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
八
島
史
織

さ
ん
（
中
２
）
は
「
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
山

道
を
歩
く
の
は
大
変
で
ち
ょ
っ
と
き
つ
か
っ

た
。
昔
の
人
は
す
ご
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

最優秀賞に選ばれた原田さん�

�

お疲れさまでした�

30
点
が
出
品
�

元
気
野
菜
コ
ン
テ
ス
ト
�

偉
大
な
先
人
た
ち
の
苦
労
を
体
験�

桃
水
飴
が
Ｐ
Ｒ
に
ひ
と
役�

な
か
ら
い
と
う
す
い

と
う
す
い
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１
月
16
日
、
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー
で
平

成
21
年
４
月
以
降
の
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
運

航
体
制
協
議
に
関
す
る
経
過
説
明
会
が
開
催

さ
れ
、
１
０
０
人
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、
九
州
郵
船
と
の
協
議
の
中
で

比
田
勝
港
便
の
運
航
再
開
は
、
現
在
の
燃
料

価
格
、
従
来
の
利
用
状
況
で
は
、
相
当
な
補

填
が
必
要
で
あ
り
、
当
面
の
運
航
は
難
し
く
、

ま
ず
早
期
に
対
馬
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル

で
日
帰
り
で
き
る
運
航
体
制
を
確
保
す
る
た

め
に
、
厳
原
港
起
終
点
の
２
便
の
運
航
体
制

を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
住
民
か
ら
は
、
運
航
再
開

に
対
す
る
意
見
と
共
に
、
他
社
の
参
入
を
求

め
る
意
見
や「
フ
ェ
リ
ー
げ
ん
か
い
」の
改
善

を
求
め
る
意
見
な
ど
が
相
次
い
で
い
ま
し
た
。

◎
１
月
31
日
付
退
職

勝
見
末
利
（
福
祉
保
健
部
長
）

◎
２
月
１
日
付
異
動

　
　
　
※
氏
名
後
の
（
　
　
）
内
は
旧
所
属

【
市
長
部
局
】

《
観
光
物
産
推
進
本
部
》
▼
上
対
馬
観
光
物

産
事
務
所
長
（
昇
任
）
＝
平
間
千
弘
（
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
参
事
兼
課
長
補
佐
）

《
総
務
企
画
部
》
▼
総
務
課
豆
酘
出
張
所
長

＝
桟
原
馬
佐
敏
（
美
津
島
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
住
民
生
活
課
長
）

《
市
民
生
活
部
》
▼
部
長
＝
近
藤
義
則
（
上

対
馬
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
部
長
）
▼
税
務

課
長
（
昇
任
）
＝
川
h
英
嗣
（
同
課
参
事
兼

課
長
補
佐
）

《
福
祉
保
健
部
》
▼
部
長
（
昇
任
）
＝
扇
照

幸
（
監
査
事
務
局
長
）

《
農
林
水
産
部
》
▼
部
長
（
昇
任
）
＝
川
本

治
源
（
同
部
基
盤
整
備
課
長
）
▼
理
事
＝
小

島
憲
治
（
同
部
部
長
）
▼
基
盤
整
備
課
長
＝

松
村
利
宏
（
北
部
建
設
事
務
所
長
）

《
建
設
部
》
▼
北
部
建
設
事
務
所
長
（
昇

任
）
＝
島
居
清
晴
（
同
事
務
所
参
事
兼
課
長

補
佐
）
▼
同
事
務
所
副
参
事
兼
係
長
＝
山
口

博
邦
（
上
県
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
支

援
課
）

��

《
美
津
島
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
》

▼
住
民
生
活
課
長
＝
俵
邦
雄
（
市
民
生
活
部

税
務
課
長
）

《
豊
玉
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
》
▼
部
長
＝

橋
本
政
次
（
市
民
生
活
部
長
）
▼
理
事
＝
松

井
雅
美
（
同
セ
ン
タ
ー
部
長
）

《
峰
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
》
▼
部
長
＝
永

留
秀
幸
（
教
育
委
員
会
教
育
部
長
）
▼
理
事

＝
阿
比
留
博
幸
（
同
セ
ン
タ
ー
部
長
）

《
上
県
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
》
▼
部
長

（
昇
任
）
＝
武
田
延
幸
（
上
対
馬
観
光
物
産

事
務
所
長
）
▼
理
事
＝
原
田
義
則
（
同
セ
ン

タ
ー
部
長
）

《
上
対
馬
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
》
▼
部
長

（
昇
任
）
＝
糸
瀬
良
久
（
同
セ
ン
タ
ー
地
域

支
援
課
長
）
▼
地
域
支
援
課
長
（
昇
任
）
＝

古
里
満
雄
（
建
設
部
北
部
建
設
事
務
所
参
事

兼
課
長
補
佐
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▼
教
育
部
長
（
昇

任
）
＝
中
村
敏
明
（
同
委
員
会
総
務
課
長
）

▼
総
務
課
長
＝
梅
野
泉
＝
（
峰
地
区
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
峰
地
区
公
民
館
長
）
▼

峰
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
峰
地
区

公
民
館
長
（
兼
務
）
＝
浦
田
一
徳
（
中
地
区

教
育
事
務
所
長
）

【
監
査
委
員
事
務
局
】
▼
事
務
局
長
＝
主
藤

繁
明
（
総
務
企
画
部
総
務
課
豆
酘
出
張
所

長
）

ジェットフォイル運航に関する�
　　　　　　　　経過説明会を開催�

人
事
異
動�

�
太
田
鳳
祥

　
厳
原
町
豆
酘

永
尾
五
助

　
厳
原
町
豆
酘

　平成21年1月1日付けで対馬市の新しい人
権擁護委員として就任された太田さんです。
　世の中で弱い立場である子供と高齢者の人
権に関わりたいと抱負を述べられました。
　これからよろしくお願いします。

　平成20年12月31日をもって、任期満了に
より退任されました。永尾さんは、平成8年2
月15日から人権擁護委員を務め地域に根付い
た人権擁護、啓発にご尽力されました。
　長い間本当にありがとうございました。

人
権
擁
護
委
員
が�

　
　
変
わ
り
ま
す�

�

就
任�

退
任�

ほ

て
ん




